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1.はじめに

江原岳志*

T品<:eshi EBARA 

群馬県立自然史博物館において2002年 3 月 9 日一

5 月 12 日まで開催された企画展『ことばで遊ぶミュ

ージアムJ について紹介する。

本企画展は、慣用句やことわざといった、本来実

体を持たない「ことば」を、資料の組合せによって

実体化させ、展示したものである。以下はその内容

である。

2. 展示内容(図・表)

「ことばで遊ぶミュージアム』は、「プロローグj

「ことばの図鑑J rクイズでGO! J rああかんちがL リ

図: rことばで遊ぶミュージアム」展示会場図

(r第16回企画展『ことばで遊ぶミュージアムJ
会場プラン」より作成:小久保博志氏提供)

*国王手院大挙大学院 博士課程後期 平成14年10月 21 日受理
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表: ，ことばで遊ぶミュージアム」展示項目

(，第16固企画展『ことばで遊ぶミュージアム』企画書」より作成:小久保博志氏提供)
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展示シナリオ

72 君の名は④(000ガエル} カシカJ:!"IJI.-カジカ ;車乾・剥製

773 4 君宕苛町省名IはZ⑤EST(0δE05ノコシヵケ) ザルノJシカケ・ニホンザ" ，車乾・剥製

。コウモリ) ウザキコウモリ・ウサギ 剥製
75 君の名はlJ(カ 0000 村カニコウモリ・村カー.万コウモリ nリル・ ilil製
76 君の名はID<砂漠の00) 砂漠白八.ラ・パラ 実物・レプ'J iJ

ウイズでgo! 77 それは私です])(泡 制メン・ 1本ンシ・ヘチマ・軽石・ 9ワシ 実物
7B それは私です②(節足) ムカ子・ヤλ子・ョカイ・ウミケムシ・オオタソタムソ 乾燥標本

一一一一一一「79 それは私です，î)(昆虫} ウλJピhケロウ・カゲロウ・ツノトンホ・イトトンネ・アカトンネ 展週標本

BO それは私です④(トゲ) ハリネλーミ o l\ IJセンホン，~，}，サホテ〉・ウ 剥製・実物
BI それは私です⑤(鳥類) ヰピーキ♂ーキn-t-皐ーウゲイλー・1ウシHウ・ヶ~.~ウh予 剥製

B2 それは私です 6 頭骨 ウミカメ・コヒトワニ・コントル・子〉ハ〉シ ・キツネ レ7'，}力

83 それは私です①(種子 宇宙クロマツ・7Mミトラ・オナモミ・カエテー"'\Ã. 実物
B4 それは私です 8)\7'クリル ウミ"トマムソタザー本トトギλ・ホクルフタロ・エヒモ アクリル標本
85 全員集合窃(同じ穴のむじな) タヌキ・アナグマ 事'1 製 U字，茸

B6 全員集合包(えとセットら) 4同三~イノγノ骨格12点 骨格標本

B7 主員集合:J)(群馬町K) コン二ャヲ・キノコ・コムギ・力イコ 実物
BB 全員集合唖(花札) 判・力工ル・チョウ・イノソシ・シカ・ウ~.イλ等 実物

ああかんちがい コナサイン ヲラフィッウ

B9 アカハフのトナカイ アカハフ・カリブ ilil 製
90 ひょうたんからコマドリ ひょうたん・コマドリ 乾燥・剥製 来ぐんま愛ひょう会借用

91 密室のコイ コイ 剥製 茶宿
92 ウソから出たマコモ ウソ・マコモ 実物・9 ラフ
93 小悪魔(こあくま) ツキノワグマ 実物・模型 円ぬいぐるみ 来宮下喜美子氏借用

94 トフ白衣をl昔るキツネ キツネ 事l 製 応掻ト'J}.:

95 反骨精神 ネコ骨格 骨格標本

ああかんちがい 96 めウジフを立てる 。 クジラ.~骨 骨格梅本

97 ケンもほろぼろ 。 キジ・ホロホロチョウ 剥製

9B ツミと1\ス ツミ・オオウチパス 剥製 文庫本
99 アビ教官 アピカイツブリ 事l 製 ネヲタイ・ラントセル
100 ケリをつける タゲリ 畢'1 製 借用書

101 ネコいまたたび ネコ・キウィ 事'1 製 鈴・キウィ

102 頭目黒いねずみ ト力'}ネλ.ミ 剥製

103 石蝶 マフ力イト・ヴジャヲチョウ (2) 実物
104 胃の中のかわず ヤマカガシ・アマガエル ，車結乾燥
105 サパ音読む マサパ 剥製

106 しゃくの漣 沖夕刊種子 実物
107 トカゲ トカゲ 剥製 レヨ町家

不自然なア トたち コナサイン ヲラフィック

10B コウモリ キヲガシフコウモリ (12) 剥製 愈多数
109 蝿ー縄 ウロパヱ(多数] 展組標本 ロフ

110 海蕩シン 各種海藻 さ〈葉標本 写真
111 コレクション ウλハシロチョウ(トイツ箱24箱) 展週標本
112 周期律韮 野采周期律童 グラフィック

11114 3 Iキ森ッ林チ浴ン 1 キチン 業{ケフケf~'r 'JJ... 1キ} 実物 フル

サワガ ・ザリガ 乾燥梅本皿

115 キッチン2:77イ1\ン チョウ・ホタル 展組標本 7ライハン
116 キッチン3:7ユラフフユ アユ 剥製 ラヲ7 ・湯飲
tt7 キッチン4 ドンブリ ホウキヲサ種子 実物 トン7"1)0箸

IIB キッチン5 工ッゲフラント 卵・ナス 模型 ミキサ

11210 9 
キッチン6 かめの中には 力メ 骨格標本聾

クモをつかむよう在籍 タランチュフ 展盟標本

121 オタマジャウシ 力工jレ幼生 アクリル 五線紙
122 たこに耳ができる タコ ，在浸保本凧

不自然な
11224 3 

ナマコ ナマコ 複製 なま;:11:<
アートたち イモムシ サツマイモ 濠結乾燥

125 スケルトン イJ'l:ン骨格 骨格標本 カッハ.

126 件閣目曲似球機機頭 異型巷アンモナイト 実物 掃除機

127 ーホンミッ1\チ 展姐標本

12B マウス ハッカネXミ 車結乾燥 M, c 
129 レモン哀香 レモン・レモンヲラス・レモンハ ム 乾燥標本
130 スパきのこ へこ子ンヲ仲間戸大模型 模型 ファミコン・笹

可百11f33m τ E 1 明崎ぽにえ京る百吠葦吉えFる-
オオカミ・月写真 剥製・グラフ
ヨシ 実物
マナァィ，.Q骨 レ7 リカ 犬小屋

|け星蛙に怒閥っいを イトマキヒトデ

宮一石実展変物西姐夜・寝1標寝装F宏本耳置「
蛍光装置

コノハ子ョウ・ナナフシ
サメの菌・石器

137 アクセサリ エサキモンキツノカメムシ ヘンタント

13B 'iイス ずイズ nリ/;キュフ
139 パ Jしのようなもの オパル・真疎 実物 ハ/;

140 北より泥だんご 泥だんご・ 4巴7タリ/;標本 実物 ※下仁田自然学校借用

己主
けは南ゴ車ラ田天ス園tアウ田ー'J アリス 。 ガフス ヲテ刀打。 力ラλ加工

7'}の巣 生体 鏡3iJ<

チヨコエッタ様型主権 (1-120) 模型
メジロのサンマ サンマ(3) ・メジロ 事結乾燥

145 金由わらじ.1&のわらじ イネ ，車結乾燥 わらじ着色
は休験型展示
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「不自然なアートたち」、以上 5 つのテーマによって

構成さている。展示項目数は 5 つのテーマの合計で

144項目。展示資料点数は2000点以上である。

なお、展示会場の間取り、および展示項目につい

ては図・表を参照していただきたい。

(1) rプロローグ」

「プロローグ」では、企画展示室へ向かう通路が展

示場所とされており、通路の壁にははめ込みケース

が備えられている。そこには模型の人の耳を入れた

「壁に耳あり」や、「壁の花」と呼ばれる花の種子が

入った袋などが展示されている。そして、企画展示

室入り口には 2 頭のつがいのライオンが向かい合っ

て「こまいぬ」という展示となっている。

また、通路の床には rAll work and no play makes 

Jack a dull boy. (筆者注: rよく学びよく遊べJ の意

味)J と書かれている。

(2) rことばの図鑑」

「ことばの図鑑」は、慣用旬、固有名調、ことわざ

を展示の題材としている。

例えば、イタチの剥製標本に鎌を持たせて「かま

いたち」、キツネとタヌキの剥製標本をそれぞれ赤と
緑の敷物の上に並べて「きつねとたぬき J (カップ麺

とかけている/写真 1 )、カラスの剥製標本を金ダラ

イに入れて「からすの行水」といった具合である。

写真 1 : rきつねとたぬき」
中きつねは赤、タヌキは緑の敷物の上に設置されている。
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(3) rクイズでGO! J (写真 2 ) 

「クイズでGO! J はワークショップ形式のクイズ

である。答えとして標本を見せるものと、並んだい

くつかの標本から答えを探すものの 2 種類に分ける

ことができる。双方のクイズとも、また、はずれた

場合であっても、その標本についての情報は提示さ

れる仕組みとなっている。

写真 2: rクイズでGO! J における展示状況
*上段が「問題」、下段のカーテンの中に「答えJ がある。

(4) rああかんちがいJ

「ああかんちがLリはいわゆる「だじゃれ」を題材
とした展示である。ことわざや本や歌の名前、固有

名詞等を「だじゃれ」の題材としている。

例えばテディベア等の熊のぬLミぐるみの中心(コ

写真 3: r トラの衣を借るキツネ」
*f衣」は原文そのまま。解説パネルに従った。



ア)に熊の剥製標本を配置して「小悪魔(筆者注:

コアくま )J、阪神タイガースのユニフォームを着せ

たキツネの剥製標本で「トラの衣を借るキツネJ (写

真 3 )、ツミという烏の剥製標本と、ブラックパスの

標本を並べて「ツミとパス(筆者注:ドストエフス

キー『罪と罰J より )J 等がある。

(5) I不自然なアートたち」

「不自然なアートたちj は、ことわざ、慣用旬、パ

ロディ、そしてだじゃれを題材とした当館創作の芸

術作品が展示されている。

球体の表面にハチ (Be巴)の標本を付着させて、人

がその前を通過するとセンサーが反応して回転する

lBee球機関(筆者注: 19世紀に否定された『永久

(=A球〕機関』のパロディ)J (写真 4) 、葦で、作っ

た人形をロダン作「考える人」のポーズを付けさせ

て「考える葦(筆者注:パスカルの「人は考える葦

である j という名言のパロディ )J 等がある。

写真 4: IBee球機関」

*光センサーが組み込まれており、反応すると球体が回

転する。

3. 企画展開催の背景

-珍しい展示物にしか日が行かないのか。

②なぜ、ほとんどのお客さんは、解説パネルを

読まないのか

①なぜ、博物館は、子供ばかりを相手にしよう

とするのか。

そして小久保の出した①に対する答えは、サルや

キツネ、タヌキ、カラス、スズメ、ネコといった比

較的珍しくない動物の剥製や、その他の当館所蔵の

資料を、本企画展のテーマである「ことば」を介し

て組み合わせることで面白みを持たせることであっ

た。

②に対しては、学術用語や抽象的な言葉を解説パ

ネルから極力排除して、「展示物に即した内容の文

章」にすることで対処した。また、展示物に合わせ

たイラストも文章と共にパネルに加えられている。

これも解決策の一つである。

解説パネルの文章の一例を示す九

例: I トラの衣を借るキツネ」

正しいことばは「トラの威を借るキツネ」。力

のある人や組織を後ろだてにして、それをかさ

に着て威張る人のことをL ミL ミます。「オレのアニ

キは、 00なんだぜぇ」のように。

*さて、一方こちらのキツネ「虎の威」になる

かどうかは、虎の活躍次第?

①については、むしろ子供を連れてきた大人(両

親や祖父母等)が楽しめるような内容を取り込むこ

とで対応した。

例えば、先に取りあげた「ツミとパス」は、ドス

トエフスキーの『罪と罰J を知っている大人が楽し

むことができるように考えられた展示である。

以上のように 3 つの疑問点を解決する過程におい

て本企画展、「ことばで遊ぶミュージアムJ が生み出

されたのである。

本企画展を担当した群馬県立自然史博物館の小久 4. まとめ

保博志は、開催の理由を以下の疑問点を解決するた 『ことばで遊ぶミュージアム』は「ことばj という

めであるとしている九 実体を持たない存在を、資料を組み合わせることに

より仮の実体を与え、展示したごとが特徴である。

①なぜ、ほとんどのお客さんは、大きな展示物 従来の博物館展示では、実物資料の展示が原則で
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ある。その一方、確かに実物資料ではない模造品(レ

プリカ)や模型資料を用いた展示もある。しかし、

これらの資料は実物資料を基にして制作されたもの

である。

このように実物ではない仮のモノをもって展示す

るという点において、従来の実物資料、そして実物

資料を基に制作された模造品(レプリカ)・模型を展

示してきた展示とは異なっているのである。

本企画展はこうした展示方法もあるという一例を

提示したものであった。
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諸資料の提供を頂いた。

以下はその資料名である。

① 第16回企画展「ことばで遊ぶミュージアム」

企画書

②会場及び展示品リスト/列品イメージ

③ 第16回企画展「言葉で遊ぶミュージアムj

工程表(印刷物関係)

④ 「ことばで遊ぶミュージアム」解説文全23

頁

⑤ 第16回企画展「ことばで遊ぶミュージアム」

クレーム対応マニュアル

⑤ 「ことばで遊ぶミュージアム」解説研修資料

2 )前掲 1 )④から。
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